
2025年万博がめざすもの

―	 機運醸成局（2023年10月よ

り広報・プロモーション局へ名称変

更）という部署があることを初めて

知りましたが、どういうことをやっ

ておられるのですか。

機運醸成局は2022年の４月にで

きました。開幕までもう２年を切

り、秋には前売りチケット発売開始

ですが、いかに万博が魅力的でわく

わくするもので、早く始まってくれ

たらいいなという意識を多くの方に

持ってもらえるような活動をすると

ころです。

2005年の愛知万博は、外国が自

分でパビリオンを建設しておらず、

こちらで建設した箱に入ってもらう

形でしたが、今回は70年の万博に

近く、多くのデザインに凝った外国

のパビリオンや民間パビリオンが立

ち並ぶあのような万博が来るんだと

いう、そんな雰囲気にいかにさせて

いくか、万博に向けての認知度を上

げて、早く見たいというわくわく感

を起こしていくというのが目的で

す。そのためにロゴマークや「ミャ

クミャク」というキャラクターをつ

くり、多くの方に認知してもらう手

段を考え、街にポスターを貼った

り、あるいはデジタルサイネージで

どんどん情報も出していきます。

あとは、万博は大阪・関西だけの

ものではなくて、国家イベントです

から、北海道から沖縄まで万博の利

益を享受してもらいたいと思ってい

ます。特に海外からの来訪者には、

この機会に日本を知って、見て、楽

しんでもらいたく、全国を訪問して

もらいたいと思っています。全国的

に受け入れ体制を整えていただくと

ともに、全国的にも万博に向けて盛

り上げていく役割も担っています。

―	 大阪での万博は1970年以来

55年ぶりの開催です。公式ホーム

来年の４月13日開幕の大阪・関西万博は、開幕まであと
１年と少しとなり、チケット販売もすでに開始されまし
た。パビリオンまとめサイトも開設され、「くるぞ万博」
という感じになってきました。
大阪にとっては久しぶりのビッグイベントなので、今回
は万博協会のキーパーソンである堺井啓公さんにインタ
ビューしました。

公益社団法人
2025年日本国際博覧会協会
担当局長（中小企業・地域連携）

堺	井	啓	公	さん
SAKAI, Yoshimasa  

■プロフィール
1966年大阪府生まれ。京都大学法学部卒業後、1990年４月に通商産業省（現経済産業省）入省。2013年７月に経
済産業省商務流通保安グループ博覧会推進室長兼博覧会国際事務局日本政府代表兼ミラノ博日本政府副代表として、
食文化をはじめとした日本のすばらしさをPRすべく、事前の企画立案から本番までの諸調整などをリードした。そ
の後内閣府地方創生推進事務局総括参事官、（独）中小企業基盤整備機構理事などを経て、2020年７月に公益社団法
人2025年日本国際博覧会協会に出向。広報戦略局長、企画局長、機運醸成局長を歴任し、2023年４月より現職。
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ページには「万博では新しい技術や

商品が生まれ、生活が便利になる

「きっかけ」となります」とありま

すが、具体的にはどのようなものが

考えられますか。

2025年には「空飛ぶクルマ」が

法整備もされて出てくるだろうと思

います。あと、言葉の壁をなくすた

めの自動翻訳システム。また、脱炭

素のカーボンニュートラル、地球が

こんなに暑くなっているので、CO2

を排出しないとか温室効果ガスを出

さないという技術も出てきます。そ

ういうものがどんどん普及し、みん

なが使うことによって CO2排出に

よる温暖化が防げるというものを準

備しています。

―	 乞うご期待という感じです

が、まだまだいろいろ面白いものが

出そうですね。	 	

　空飛ぶクルマがJR大阪駅から万

博会場まで飛ぶとか、そんなことも

あるんですか。

交通手段の代わりに使うことはま

だ無理ですが、今後交通アクセスの

一つの手段になると思われています

ので、今回はそういうものの先駆け

を見せるということで、万博会場内

外を結ぶ２地点移動から始めようと

しています。

―	 次に、「2025年万博がめざす

もの」として、SDGs達成への貢献、

日本の国家戦略Society5.0の実現と

ありますが、具体的にはどのような

ものでしょうか。

「未来社会ショーケース事業」と

して、「スマートモビリティ万博」

「デジタル万博」「バーチャル万博」

「 ア ー ト 万 博 」「 グ リ ー ン 万 博 」

「フューチャーライフ万博」という

のがあります。先ほどの万博の目玉

的な話もそうですが、SDGsに関係

するものやSociety5.0（Society5.0

というのは、超スマートな社会をつ

くっていく取り組み）などを会場内

に実装しようと考えています。

「スマートモビリティ万博」で

は、会場アクセスや、会場の内外で

EVバスなどを使うのですが、自動

運転を導入したり、パーソナルモビ

リティやロボットも入ってきます。

「デジタル万博」では、パーソナ

ルエージェントという形で、スマホ

があれば、どこに何があって、そこ

に行くにはどうしたらいいか、どれ

ぐらいかかるか、混雑具合を含め

て、すぐ調べられるというもので

す。また、自動翻訳の機能により言

葉の壁をなくすことにチャレンジし

ていきます。

「バーチャル万博」では、会場の

外からでもPCを通じて、バーチャ

ルでデジタルツインで会場内を見 

えるようにします。会場内でもスマ

ホを活用したXRの演出をしていき

ます。

「グリーン万博」では、先ほどの

SDGsに関係するような水素サプラ

イチェーンのモデルを見せたり、

CO2の回収を見せたり、資源循環

ということがここでなされます。

「フューチャーライフ万博」では、

巨大なパビリオンの中で、未来の都

市をこのように考えているというこ

とを参画する企業が見せていきまし

て、交通モビリティー、環境、エネ

ルギー、ものづくり、まちづくり、

食と農などをするというものです。

あと、会場のいろんなところに、

例えばキャッシュレスでものを買う

進んだ仕組みやデジタル通貨、ある

いはデジタルポイントといったもの

を実装していきます。

―	 すごく未来的でわくわくする

お話ですが、スマートやデジタル、

バーチャルというのは、70代、80代

の方がついていけるでしょうか。

全員が使えるようにはならずと
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も、デジタル化が、各世代に役に

立っていると思っていただけると思

います。

―	 若い人なら、そんなことをや

るなら行ってみようかなと興味が出

ますが、70代、80代の方だと、あま

り興味がなさそうに思ったのですが。

興味のありそうなものが中に含ま

れていればそれでええやんと割り

切っていただけるといいなと思いま

す。子どもたちには、未来を考える

とか、自分はこういう大人になりた

いというきっかけを与えるような場

でもあると思ってますし、またそれ

ぞれの世代に響くものが何かあった

らいいかと思います。お年寄りでも

スマホを使うのがうまい人もいるの

で、それぞれの人にテーマである

「いのち輝く」というものを感じて

もらう、あるいは、未来社会はこう

だというのを体験していただけれ

ば、どこかで感動は得られるんじゃ

ないかと思います。

―	 全てのことについて全ての人

がというよりも、これがあるから行っ

てみようかなと思うような目玉があ

る、そういうイメージでしょうか。

申し上げてきたのは博覧会協会が

企画する万博のコンセプト「未来社

会の実験場」を実現する未来社会

ショーケース事業のお話でして、 

万博では160か国の公式参加国がパ

ビリオンを出すのが大きい魅力であ

ります。それぞれの国は、３つのサ

ブテーマから１つ選ぶ、あるいは、

SDGs の掲げる17の目標のうちか

ら１つ以上選ぶというお題に基づい

てそれぞれの国が考えた素晴らしい

ものを出してくるのが期待されま

す。そこには、多くの見どころがあ

るでしょう。万博には、そういう海

外パビリオンも出てくるし、民間パ

ビリオンや自治体パビリオン、テー

マ事業プロデューサーパビリオン

（シグネチャーパビリオン）も出さ

れます。そして、開催期間は184日

間ですが、毎日いろいろな催事が行

われ、ある日と同じメニューの日は

二度とないところです。これが日本

で、大阪で見れるというこんな機会

はなかなかないと思います。世界の

多くの国が５年に１度開催される万

博に参加して、自分の国はそのテー

マについてこう考えているんだとい

うのを見せていく。それぞれの国の

ナショナルデーがあり、その日はそ

の国の文化等を出して、会場全体を

その国の色に染めることができる。

だから、万博は毎日行きたいぐらい

多くの見どころがあると思います。

―	 今回の万博と前回の70年の

大阪万博のつながりが意識されるよ

うなことはあるでしょうか。70年の

万博を経験されている方なら、70

年の万博はこうだったとか、そうい

うつながりみたいなものがあったら

面白いかなと思ったのですが。

前回の大阪万博は「人類の進歩と

調和」というテーマでしたが、人間

という命を持ったものが技術や社会

をどうつくり上げていくかというこ

とにチャレンジして、どんどん伸び

ていた時代でした。岡本太郎さんが

設計した太陽の塔の内側には、生命

のDNAの遺伝子の展開がなされて

います。そこで今回、70年の万博

を意識したものが、例えばこのミャ

クミャクです。赤い部分はいのちを

持つ生物の最小単位の細胞を意識し

たものでして、それがこういうキャ

ラクターやロゴになっています。今

回の万博のテーマが「いのち輝く未

来社会のデザイン」ですので、「い

のち」のつながりを意識できるとは

思います。

また、当時は高度成長期であり、

人類の技術で便利な経済社会をつ

くっていくとき大気汚染や水質汚染

といった公害が出てきました。それ

らは克服してきましたが、現在にお

いてもまだ目に見えないものは気に

かけないというのが残っています。

その一例が石油の燃焼時等に生じ

る CO2の排出など目に見えないが

それが地球に温室効果を生じさせて

いるのではないかというものです。

70年の当時は石油は枯渇するか

もしれない資源であって大事に使お

うという発想だったものが、今では

石油をなるべく使わないようにして
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いこうという考え方になりました。

石油に代わる動力エネルギーは何が

あるか、石油から作るプラスチック

に代わるものができないか、燃やす

と CO2を出してしまうものはリサ

イクルして使おうというものです。

持続可能な地球を作りましょうと

いう動き、国連がいうSDGsがあり

ますが、70年のときには見えないの

でなんともないと思われてきたもの

が今ではそれがよくない原因であり、

人類が考え方と行動とを変えていか

ねばならないとなってきたのです。

また、微生物の働きも目に見えな

い活動ですが、人間の健康や食糧生

産にもかかわる重要なポイントにな

ると思っています。

今回は、SDGsの目標達成年であ

る2030年の５年前に世界が集まっ

て、このテーマでやる万博ですか

ら、ここで2030年に向けてこうい

うふうにするということを出してい

くので、むしろ70年でやったこと

の一部を否定することになるかと思

われます。そういう意味で、70年

を継承するのではなく、それを意識

して一部を否定して新たな世界をつ

くり出すという万博になるのではな

いかと思います。社会の進歩を元に

戻せと言うものではなく、さらに進

歩させていくために、やり方を変え

ようというものです。日本が１国だ

けでやっていてもだめなので、万博

を機に世界の国が160か国（数は取

材時）集まりますので、そこに各国

がSDGs達成に向けての処方箋を持

ち寄って、日本からもたくさん提案

して、それを世界で一緒になって実

行していく、万博がそういう機会に

なればいいなと思います。

―	 次の段階に入るようなイメー

ジですか。

そうですね。万博を機に、世界で

SDGs のための処方箋が出てきた

ら、それをまさに実行・実践の段階

に入っていくとなると嬉しいです

ね。それを日本で開催するので、日

本の方は万博を見に来て、こういう

ことができるんだということを意識

して実施する。世界の方も日本に来

てこれを意識して、持ち帰って世界

でも実施する、そういうものができ

るといいなと思います。

―	 前回から50年ですが、それで

も皆さんの記憶に残っていて、万博

記念公園も含めて愛されていると思

います。そういう万博になったらい

いなと思います。

そうですね。学びに来る、感動す

る、それぞれの方の人生の考え方が

変わるきっかけになる、それを目指

しています。子どもたちに見てもら

いたいです。

パビリオンについて

―次に、「いのちを知る」「いのち

を育む」「いのちを守る」「いのちを

つむぐ」「いのちを拡げる」「いのち

を高める」「いのちを磨く」「いのち

を響き合わせる」の８つのテーマが

ありますが、具体的に教えていただ

けますか。

テーマ事業プロデューサーが８人

いて、それぞれの方に、今回この

テーマに基づくパビリオンをつくっ

ていただきたいとお願いしていま

す。つくるだけではなく、そこでの

演出、イベントなどもしていただき

ながら、このテーマを実践してもら

おうと考えています。それぞれのプ

ロデューサーは、例えば「いのちの

あかし」「EARTH MART」など、

「いのち」の何とかをより具現化し

て、その方の世界に落とし込みなが

ら表現をされますので、パビリオン

の形状からイベントまで目新しいわ

くわくするものが出てくると思いま

す。８つの特徴あるパビリオンが誕

生し、それが大屋根リングの中のシ

グネチャーパビリオンのエリアに配

置されまして、これが万博の目玉に

なります。

―	 会場マップを見ると目立つの

が大屋根リングですね。

はい。リングは高さ12メートル

（一番高いところで20メートル）あっ

て、幅が30メートルで、周囲は２

キロの世界最大級の木造建築になる

予定です。これは構造的に、上には

歩けるところが用意されて、その下

は木を使った構造体で、夏の暑いと

きの日陰と動線になる予定です。

―	 特に海上に出ている部分が面

白いですね。

海に出ているところですね。これ

も上を歩けますが、この内側では夜

になると水上ショーなどの演出がな

される予定です。
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―	 リングは１周２キロというこ

とは、歩いて30分ぐらいですか。

万博会場では交通機関が走ったりも

するのですか。

EVバスが走行する予定です。万

博会場の外周道路をほぼ一回りしま

す。あと、会場内にパーソナルモビ

リティを走らせるかもしれません。

それから、会場アクセスに水素燃料

電池船が走りますので、それに乗る

楽しみや、北西にある発着場からは

空飛ぶクルマに乗る楽しみもあると

思います。

―	 最近、海外のパビリオンがな

かなか着工できないという報道がな

されていて非常に心配しているとこ

ろですが、大丈夫ですか。

はい。関係者でしっかりサポート

していきます。海外パビリオンも自

分でつくるタイプのものは貸した土

地に外国が自分で予算を確保してパ

ビリオンを建てるのです。まず外国

政府が外国で全体を見るゼネコンさ

んなどと契約をし、そして、外国の

ゼネコンは日本でどこのゼネコンを

使うかは自分で決めて進めていく流

れになります。博覧会協会は日本の

法律で建ててもらうために、例えば

建設の許可申請が円滑にいくよう各

種相談を受けて外国へのサポートを

一生懸命やっています。

受けてくれる日本のゼネコンがな

かなか見つからないというのがあり

ますが、それは価格、デザイン、工

期等をうまく擦り合わせることがで

きれば片が付くと思っています。一

方で、協会が用意する建物、先ほど

の８つあるシグネチャーパビリオ

ン、大催事場や迎賓館などのいろい

ろな建物やリングなどは全部入札が

終わり、もう建設が進んでいます。

あと、海外のパビリオンや民間のパ

ビリオンは、協会がやるのではなく

てそれぞれのところが主体的にやり

ます。建設業界も今あちこちでかな

り仕事が多くなって、物価も上がっ

て人の確保もしにくい状況です。と

はいえ、外国のパビリオンを建てる

のには日本のゼネコンが動いてくれ

ないといけないので、何とかうまく

擦りあってもらいたいというのが希

望です。

そのために、各ゼネコンさんが自

分たちでそれぞれの国にアプローチ

するのも大変なので、博覧会協会の

ほうで各国がそれぞれどんな建築物

をどんなタイミングで費用はいくら

かけてやろうとしているかを把握し

てゼネコンさんに提供しています。

何度もゼネコンさんに集まってもら

う会を開いて、そのたびにアップ

デートされた情報を提供しています。

あと、建設の時間外労働の2024

年問題もあり、資材の高騰や人が集

まりにくいという中で、ワンストッ

プショップといい一つの窓口で全て

の建設に限らず相談に対応する体制

をとっています。さらに、各国ごと

に担当者を付けて細かいケアもでき

るようにしています。実際に、パビ

リオン建築の仕方は国によって一様

ではなく、ある国は、大きな固まり

をつくった上で会場に持ってきて組

み合わせて建築するところもあり、

その場合、会場外でやっている部分

が多く、会場でやる分の工期は短く

て済むところもあったりします。国

ごとの担当者がしっかりとコミュニ

ケーションを取りながら、あとゼネ

コンさんには情報をしっかりと出し
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ながらうまく解決していこうと思っ

ています。

―	 次に、万博では催事の企画を

検討されていますか。

例えばアート万博というのがあり

ます。万博会場で184日間ずっとイ

ベントをするのですが、ウォーター

プラザの水上ショーや、「静けさの

森」でのインスタレーション、これ

は夜に行う催事です。パレードやス

トリートパフォーマンスという昼の

催事もあります。

催事の企画プロデューサーに小橋

賢児さんを起用しました。彼は東京

パラリンピックの閉会式でショーの

ディレクターを務めた方です。ワン

ワールド・ワンプラネットとして、

もし１つの国だったらどうなるとい

うことを演出で表現するような催事

をしたり、ヒューマンオーケストラ

として、一人一人の個性輝く未来の

オーケストラという形でイベントを

やり、さらには、いのちをつなぐ万

博祭りということで、祭りを集めて

実施したり、これらは主催者がやろ

うとしている催事の一例でして、こ

ういうのに賛同して協賛をいただく

企業に来てほしいと思っています。

それ以外に省庁や自治体がやる催

事や、一般の方が実施する催事があ

るのも万博の特徴です。そのため

に、催事の場所は１万人が入る屋外

イベント広場や、4,000平米のメッ

セ会場や、2,000席ある大催事場が

あり、小規模なステージがあるなど

して、それらを使って184日間の万

博で一日たりとも同じイベントを

やっている日はないというくらいに

バラエティに富んだ催事が万博を彩

ります。

―	 1970年の万博では月の石と

いう目玉がありましたが、今回目玉

は何かありますか。

月の石はアメリカ館でした。主催

者としては2005年の愛知万博では

冷凍マンモスをやりました。目玉は

いろいろ考えていますのでお楽しみ

にしていてください。70年の大阪

万博では、後に太陽の塔がレガシー

として残りました。今回もレガシー

として残るものが出てくる可能性は

大いにあります。

―	 次に、アクセス等、障がい者

の方も議論に参加して企画されるな

ど、多様な人の意見が反映されるよ

うですが、具体的にはどのような取

り組みがなされていますか。

大阪・関西万博に訪れる全ての人

が安全で快適に会場まで移動できる

「交通アクセスに関するユニバーサ

ルデザインガイドライン」というも

のをつくります。そのガイドライン

では、国の基準や東京2020のアク

セシビリティ・ガイドラインや施設

整備に関するユニバーサルデザイン

ガイドラインなどの考え方を踏襲し

て、来場者のアクセスで主に利用さ

れる鉄道駅などの施設の新設や改

良、あるいは車両などの調達・改良

を行う際に参考となる指針として取

りまとめています。その策定に当

たっては、学識経験者、障がい当事

者、関係事業者などのメンバーによ

る交通アクセスユニバーサルデザイ

ン検討会で議論し、合意に達した内

容を盛り込んでいます。本ガイドラ

インが万博のレガシーとなってアク

セシブルなまちづくりへの発展につ

ながることを目指しています。

具体的にユニバーサルデザインに

関する好事例と考えているのが、音

と文字で案内できる多言語アナウン

スツールや、カームダウン、クール

ダウンのできるスペースを設置しま

す。また、障害者情報アクセシビリ

ティ・コミュニケーション施策推進

法が22年５月に施行されましたが、

基本理念を盛り込んでウェブサイト

を利用して必要な情報を得られるよ

うにするためにアクセシビリティも

確保していきます。

―	 障がい者の方以外での多様性

の反映として検討されていることは

ありますか。

持続可能な大阪・関西万博開催に

向けた方針というのがありまして、
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人権や多様性などについて国際的 

な基準に沿った対応をしていくので

すが、その中でテーマである「い 

のち輝く未来社会のデザイン」を 

考える軸として、「Saving Lives」

「Empowering Lives」「Connecting 

Lives」というサブテーマを設定する

とともに、５つの大目標、「People」

「 Planet」「 Prosperity」「 Peace」

「Partnership」を掲げて、持続可

能性に向けた活動の方向性を示して

います。

さらに、指針に基づいた行動計画

というのがありまして、その中で

ジェンダー、人種、文化などの多様

な人々に配慮した万博運営や、実際

に会場に来ることのできない人への

対応、あるいは、サプライチェーン

を含めた人権、多様な働き方の実現

などの課題解決に向けた博覧会協会

の取り組みを取りまとめて公表して

います。サプライチェーンにおける

人権の配慮については、22年６月

の持続可能性に配慮した調達コード

というのを策定しまして、サプライ

ヤーなどに対して、環境、人権、労

働、経済に関する基準を示し、契約

時に調達コードの遵守を求めていま

す。また、博覧会協会では、年齢、

性別、国籍、障がいの有無などにか

かわらず、スタッフ及びボランティ

アを公募していく予定です。

―	 次に、万博の経済効果につい

て教えてください。

想定来場者数は2,820万人です。

その方々は、万博に来られる際に宿

泊したり、飲食もされます。また、

会場外での滞在やアクティビティー

もされます。また、海外から来られ

る方は350万人を見込んでいまし

て、欧米の方で10日から２週間ぐ

らい、アジアの方だと５日から８日

ぐらいの滞在で、万博会場内で過ご

す以外には日本各地のすばらしいも

のを見てもらいたいと思っていま

す。 海 外 の 方 は 万 博 が あ る か ら

2025年は日本に行こうと思われて

来られますが、万博に来られるのは

１日か２日くらいだとすると、他の

日は日本全国の素晴らしいところに

行ってもらえたらいいなと思います

ので、万博・観光ポータルサイトで

は地域での体験型旅行商品を紹介

し、販売する仕組みを整えています。

それがまさに万博による経済効果

を発揮させることになると思いま

す。日本国中に広がれば経済効果の

享受は全国でなされるだろうと思っ

ています。

―	 半年間の万博の後はどのよう

な利用が考えられるでしょうか。

万博は６か月の期間で、建物は仮

設で建てます。その後、その建物を

そこに置いておくわけではなくて、

万博が終わった後は土地を所有して

いる大阪港湾局に更地で返すのが原

則です。といいながら、新しい駅を

含めて一部の建物は仮設ではない形

でつくっているところもありますの

でいくつかの建物は残ります。たく

さん立つパビリオンもそのパビリオ

ンはなくしても資材をリユースす

る、あるいは、パビリオンを移設し

てどこかで有効活用したいという方

と繋げることについて今一生懸命調

整を進めています。開催場所を更地

にした跡地の利用は、土地所有者で

ある大阪府市が今考えているところ

です。どういう使い方ができるかと

いう意見募集をしたり、これをやり

たいとの企画提案を受けるなどをさ

れています。用途はまだ決まってい

ないと思いますが、同じ夢洲の隣地

が IR の予定地になりますので、IR

がうまくいったらその場所を拡張し

て、IR の２期工事という形でやる

こともあるかもしれませんが、そこ

は大阪府市に具体的に聞いていただ

けたらと思います。

―	 次に、公式キャラクターの

ミャクミャクが、選ばれる過程で	

のエピソードがあれば教えてくだ	

さい。

まず、ロゴマークが決まりまし

た。発表時の座長コメントでは、既

視感がなく、飛び跳ねるようで今に

も動き出しそうである、というよう

な表現をされていました。このロゴ

マークのシンボルマーク部分、ここ

は細胞が集まったものをイメージし

ていますが、水から生まれた体がそ

の細胞の集まりをそのままかぶった

形なのが今回のキャラクターになっ

たところです。これに名前を公募し

て選ばれたのがミャクミャクになり

ます。カタカナでミャクミャクと書

いた人が２人いて、脈々と過去の素

晴らしいものを未来につなぐという

� OBA�Monthly�Journal�2024.2　9

S0092
2023年度案内



意味と、血液の動脈、静脈の意味と

出ていました。

―	 機運醸成のお仕事をされてい

る中で、ご苦労などあれば教えてく

ださい。

万博は５年に１度の世界最大イベ

ントで、そのテーマが「いのち」で

あり、「未来社会」、そして「SDGs」

にも力を入れています。万博が始

まって来場いただければすごいとい

うことがきっとわかってもらえると

思いますが、行って見るまではよく

わからないでしょうし、そこをどう

やってムードをつくり上げていくか

が大変かなと思い取り組んでいま

す。東京オリンピック・パラリン

ピックは、コロナ禍で１年延期した

後、結局無観客になってしまったの

で、万博もコロナ禍の後で物価上昇

や人の確保の困難さもあるなど、

2025年４月開幕に間に合わないの

ではないかという声が出てきかねな

いですが、進捗状況を発表して、こ

こまで来ているという話をしなが

ら、本当に万博をやるんだという機

運をどんどん盛り上げていきたいと

思っています。博覧会協会では、約

800人の職員が2,820万人の来場者

を受け入れるにあたり安全に楽しん

でいただけるような準備を2018年

11月の開催決定以降計画的にやっ

てきていて順調に進めてきていると

ころです。

また、機運を盛り上げるには、多

くの方に万博を自分ごとになって 

いただくのが重要だと考えていま

す。簡単に参加いただけるメニュー

「TEAM EXPO 2025」プログラム

があり、今ある課題を解決してこう

いう未来社会を作るという取り組み

について、共創チャレンジとして登

録をし、弁護士会さんは共創パート

ナーとして、そうした共創チャレンジ

を生み出したり、支えて大きく展開

していく役割を担う、そんな立場にな

られると素晴らしいかと思います
※1

。

※1		 大阪弁護士会は共創パートナーとして
登録しており、弁護士業務改革委員会を
はじめ複数の委員会等から共創チャレン
ジに登録がなされる予定です。なお、「共
創チャレンジ」とは、大阪・関西万博の
テーマである「いのち輝く未来社会のデ
ザイン」を実現するため、自らが主体と
なって未来に向けて行動を起こしている、
または行動を起こそうとしているチーム
の活動のことです。

未来社会は自ら参画してつくり上

げていくものです。受け身であって

も未来社会はやってきますが、自分

たちで能動的に何かアクションを起

こして課題を解決するのは非常に尊

いもので、人間社会活動の中で必要

だと思います。そういったものを万

博を通じてやっていただけるチャン

スですので、誰でも企画して登録し

ていただければと思っています。も

う既に1,500案件ぐらいの共創チャ

レンジが出てきていますし、共創

パートナーも300を超える数が出て

います。そういう形でぜひ参加いた

だきたいと思いますし、「TEAM 

EXPO 2025」では万博会場での出

展も可能です。

―	 本日はお忙しいところ、あり

がとうございました。

 2023年（令和５年）８月４日（金）
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